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地下1階 WEST SQUARE Window Gallery

2023.11.10(Fri.) － 12.17(Sun.) 10:00－18:00（入館は 17:30 まで）
休館日　2023.11.13(Mon.), 27(Mon.), 12.11(Mon.)　観覧無料
主催：京都伝統産業ミュージアム（株式会社京都産業振興センター）
共催・企画：京都芸術大学芸術館、京都工芸繊維大学美術工芸資料館、京都産業大学ギャラリー、同志社大学歴史資料館
　　　　　　京都・大学ミュージアム連携
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①《火事装束》②《永代記録》（以上京都産業大学ギャラリー）③《布袋》（京都芸術大学芸術館）④《二条家邸出土遺物　土人形（猿回し）》（同志社大学歴史資料館）
⑤《銹絵花文七宝透割山椒小鉢》⑥帯山与兵衛、《銹絵染付柳に燕文蓋碗》⑦六代 (?) 錦光山宗兵衛、《銹絵染付松竹梅宝尽文茶碗》
⑧岩倉山吉兵衛、《色絵四季図小鉢》（以上京都工芸繊維大学美術工芸資料館）
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古都の暮らし大学コレクションから

　京都は工芸品、美術品、文化遺産に満ちた都市であるとともに、「大学のまち」でもあります。京都の大学ミュージ
アムにはさまざまなコレクションがあり、その展示を通じて京都の文化や個性を示すことができます。京都・大学ミュー
ジアム連携は、15大学のミュージアムが互いに協力し合って、いろいろな活動を行っています。
　今回は、京都伝統産業ミュージアム主催のもとで「古都の暮らし」をテーマに合同展を企画しました。連携館のう
ち４館の所蔵品を通して、近世～近代の京都の商家のありかたや京都のものづくりを示す展示を行います。
　とくに下嵯峨で薪炭商を営んでいた小山家の文書、商売・生活の道具類に加え、京都の上京地域で出土した近世工
芸品や製作具と伝世されてきた陶器や人形類を対比します。それらを通じて、古都の個性や魅力と大学ミュージアム
のコレクションのつながりを多くの来場者に感じていただけましたら幸いです。
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1. 友禅染標本帖（京都工芸繊維大学美術工芸資料館）
2. 鯛金（京都芸術大学芸術館）
3. 天神（京都芸術大学芸術館）
4. びらびら簪（京都産業大学ギャラリー）
5. 金銀造り簪（京都産業大学ギャラリー）
6. 螺鈿櫛（京都産業大学ギャラリー）
7. 近世武家屋敷出土京焼写し陶器（同志社大学歴史資料館）
8. 二条家邸出土遺物　座り童女（同志社大学歴史資料館）
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